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A－106　八ｒ 味 噌抗体によ る各種味 噌水溶性タ ンパク質 の研究

東 京学芸大 教育　 ○桜 井映子　 伊東清枝

〔日本家 政 学 会

目 的　 先 に 、 八 丁 味 噌 水 溶 性 タ ン パ クI質 を 免 疫 生 化 学 的 に 検 討し て 、 そ れ ら が 抗 原 性 の

異 な る Ｊ 種 のタ ン パ ク 質 （Hi，Hj,  H3 ）か ら なり 、 仕 込 み に 用 い た 麹 菌 に 由 来し たも の で あ る

こ と を 明 ら か にし た 。 本` 実 験 は さ ら に 、 各 種 味 噌 の 水 溶 性 タ ン パ ク 質 と 、 味 噌 原 料 と の 関

係 を 明 ら か に す る た め 、八ｒ 味 噌 タ ン パ ク 質 抗 体 を 用 い て オ ク タ ロ ニ ー 法 、な ら び に 電 気

泳 動 法 で 検 討し た 結 果 を 報告 す る 。

方 法　 試 料 は 、米 、 麦 、 豆 、 調 合 、乾 燥 、 な め の 各 種 味 噌を｡用 い た 。 味 噌 水 溶 性 タ ン パ

ク’質 は 、 味 噌 に ２ 倍 量 の ト リ ス 塩 酸 緩 衝 液 を 加 え 、 ﾀﾞ'c、/ 時 間 、 ス タ ラ ーを 用 い て 抽 出し

た後 、 びC 、3  0 分 間 、2  ／,  0 0 0 G で 遠 心 分 離し 、 上 清 を ろ 過し て 調 製し た。 八ｒ 味 噌 抗

体 は 、 試 料 と 完 全 ア ジ ュ バ ンド を 混 合し 、 家 鬼 に 注 射し て 作 製 し た 。免 疫 的 倹索 は オ ク タ

ロ ニ ー 法,     Disc 電 気 泳 動 法 はDavis 法,     S D S 電 気 泳 動 法 はWeber and Osborn 法 、gel　 等 電 点 電 気

泳 動 法 はKighetti and Drysdale　法 に よ っ て 行 っ た 。

結 果　 各 種 味 噌 の 抽 出 液 を 、 八ｒ 味 噌 抗 体を 用 い て オ ク タ ロ ニ ー法 で 検 討し た 結 果 、 大

部 分 の 味 噌 はHi 抗 体’と 完 全 に フ ュ ー ズし た 。 た だし 、 仙 台 味 噌 、 も ろ み 味 噌 は 沈 降 反 応 を

起こ さ な か っ た 。 フ ュ ー ズし たHi タ ン パ ク 質 は 麹 菌 よ り 由 来し た も の で 、 分 子 量 約If 万 、

等 電 点 がpH   ダ の 酸 性 タ ン パ ク 質 で あ っ た 。　こ｡れ は 熱 に対し て も 安 定 で 、9  ^°C、/s 分 間 加

熱 の 後 も 。ゝ変 恪･が 認 めら れ な か っ た 。 ま たHi タ ン パ ク 質Iは’、 豆 、 麦 、 甘 酒 用 の 各 麹 中 に も

存 在 し た 。 以 上 の 実 験 結 果 よ･り 、多 く の 味 噌 の 水 溶 性 ダ ン パーク 質 に は 、 仕込 み に 用 い た 麹

菌 出 来 のタ ン バ･ク 質 が 残 存し て’い る こ と が わ か っ た 。
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